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前半：集中部の成因（月見野仮説批判）

後半：母岩識別問題（砂川仮説批判）

ハーフタイム：吸い殻集中部
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と縄紋竪穴覆土出土遺物の
違いを述べよ

問題：旧石器遺物集中部

答え ①：旧石器遺物集中部は使用痕跡遺構、
縄紋竪穴は製作痕跡遺構である
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製作痕跡遺構

使用痕跡遺構

空間確保遺構

埋設遺構

採掘遺構

廃棄遺構

① 遺構の種類

＊五十嵐2006「遺構論、そして考古時間論」参照
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5. 使用遺構

4. 廃棄遺構

3. 採掘遺構

2. 埋設遺構

1. 空間確保遺構 M – U – D

M – U 

(M・U) – D

M – U

U – D

＊埋没(土壌の流入)がどこに位置するか

＊定形性の度合いは何に規定されるのか
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（製作） 使用 （廃棄）

旧石器集中部の場合

＜場＞：

＜もの＞： 石器（剥片）

礫（焼礫）
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面で画された共存資料点の集合体としての共存資料

人為層：累重・切り合い自然層：重複

層位と個物の関係

＊五十嵐2025「型式・層位・個物の関係性」『貝塚』第80号、第2図：15頁
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問題：旧石器遺物集中部と縄紋竪穴覆土出土遺物の
違いを述べよ

答え ①：旧石器遺物集中部は使用痕跡遺構、
縄紋竪穴は製作痕跡遺構である

②：竪穴覆土出土遺物は空間確保遺構が
転用された廃棄遺構の遺物である
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製作 使用 廃棄 転用

空間確保遺構

廃棄遺構

縄紋竪穴の場合

② 遺構の転用
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Ｍ Ｕ Ｄ

空間確保遺構

：埋没

Ｍ Ｕ Ｄ

廃棄遺構

：埋没

空間確保遺構を転用した廃棄遺構

Ｍ Ｕ Ｄ空間確保遺構

廃棄遺構 Ｕ Ｄ

：埋没



問題：旧石器遺物集中部と縄紋竪穴覆土出土遺物の
違いを述べよ

答え ①：旧石器遺物集中部は使用痕跡遺構、
縄紋竪穴は製作痕跡遺構である

②：竪穴覆土出土遺物は空間確保遺構が
転用された廃棄遺構の遺物である

③：遺物集中部の成因は未定だが、環状遺物
集中部は遺棄による集落とされている
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③ 廃棄の様相

遺棄

廃棄

⇒ 一次廃棄

⇒ 二次廃棄

： ＭＤ（製作‐廃棄）

： ＭＴＤ（製作‐運搬‐廃棄）
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2006

右下：環状のムラ（池花南遺跡）の
復元想定図：69頁

小菅2006『赤城山麓の三万年前のムラ』
新泉社

右上：下触牛伏ムラの復元想定図：45頁
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2009

堤2009『ビジュアル版
旧石器時代ガイドブック』

新泉社：54-55頁
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堤2011『列島の考古学 旧石器時代』
河出書房新社：105頁

2011
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堤2011
『列島の考古学 旧石器時代』
河出書房新社：94頁



2012

田村 隆2012「ゴミ問題の発生」『物質文化』第92号：33頁
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2012

田村 隆2012「ゴミ問題の発生」『物質文化』第92号：34頁
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http://www.mitaka-iseki.jp/kikaku4/taiketu_01.htm

2016年 1月 17日
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2019

佐藤 宏之2019『旧石器時代』
敬文社：77頁

国立歴史民俗博物館 常設展 先史・古代展示パネル

工藤 雄一郎 編 2022：78-79頁
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2025

酒井2025『墨古沢遺跡』
同成社：102頁
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酒井2025『墨古沢遺跡』
同成社：8頁
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酒々井町ホームページ 2024年10月11日公開「墨古沢遺跡」
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【墨古沢遺跡の環状ブロック群イメージ復元】
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問題：ある特定の場所に、たばこの吸い殻だけがまとまって捨てられて
いるのに気が付きました。
しばらくすると、きれいに片付けられていますが、
またしばらくすると、同じ場所に同じように吸い殻だけが
まとまって捨てられています。
さて、この吸い殻は、なぜ、どのようにして、ここにこのような
「集中部」を形成しているのでしょうか？

ハーフタイム

吸い殻集中部
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吸い殻集中部の形成要因

１：清掃人掃き溜め説

２：喫煙者投棄説（灰皿廃棄説）

３：つむじ風吹き寄せ説

４：小動物寄せ集め説

人為によるのか？
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それとも自然要因なのか？



29



1992
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1996
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2009

人の動きとモノの動きという具体的なすがたが、
二万年の時を越えて、遺跡のなかからよみがえった
のである！（32頁）

#2：14／61

#10：11／30

#6：21／45

#7：6／9

#12：9／34

接合：61
総数：179

接合率34％
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安蒜 政雄・戸沢 充則1975「砂川遺跡」『日本の旧石器文化２』：175頁
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資料番号５は遺跡外からＡ１に石核というかたちで運び込まれて石器製作作業が行われ、残核が
捨てられ、製作された製品の一部がＡ２に持ち出されていると説明されている（175頁）。

資料番号５
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❔

❔

❔ ❔

資料番号５ N=22

前半（類型Ｂ） 後半（類型Ａ）

Ａ２ Ａ１

ＭＤＭＴＤ

ＭＤＭＴＤ

ＭＤ ＭＤ

ＭＴＤ ＭＴＤ

ＭＤ：製作・廃棄（一次廃棄）

ＭＴＤ：製作・運搬・廃棄（二次廃棄）
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【異場2枚接合】

Ａ地点からＦ１が出土

Ｂ地点からＦ２が出土

Ｆ１とＦ２が１類で接合（F1／F2）

Ａ地点→Ｂ地点と言えるか？

【答え】
Ａ地点→Ｂ地点：5／10  (50％)

どちらとも言えない：4／10  (40％)

Ｂ地点→Ａ地点：1／10  (10％)

＊五十嵐2003b「砂川Ｆ／Ａ問題」、2017「接合空間論」参照
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４．ＭＤ×ＭＤ （MD連鎖）

[A] [B] 

５．ＭＤ×ＭＴＤ （MD・MTD連鎖）

６．ＭＴＤ×ＭＤ （MTD・MD連鎖）

７．ＭＴＤ×ＭＴＤ (MTD連鎖）

８．ＭＴＤ×ＭＴＤ (MTD連鎖）

９．ＭＴＤ×ＭＴＤ (MTD連鎖）

１０．ＭＴＤ×ＭＴＤ (MTD連鎖）

１．ＭＴＤ＋ＭＴＤ（MTD重複）

２．ＭＤ＋ＭＴＤ （MD・MTD重複）

３．ＭＴＤ＋ＭＤ （MTD・MD重複）

[A] [B] 

[A]  ？ [B] 

[A] [B] 

[A] [B] 

[A] ？ [B] 

[A] [B] 

[A] [B] 

[A]  ？ [B] 

[A]  ？ [B] 

異場２枚接合

＊五十嵐2017「接合空間論 -＜場＞と＜もの＞の認識-」『理論考古学の実践 Ⅰ理論編』（153-160頁）参照

砂川モデル

ＭＤ：製作・廃棄（一次廃棄） ＭＴＤ：製作・運搬・廃棄（二次廃棄）
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『川岸遺跡 講演会及びシンポジウム』2026：30頁

2026
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岩宿フォーラム1993「環状ブロック群 -岩宿時代の集落の実像にせまる-」
小菅、栗島、須藤

日本旧石器学会2005「環状集落 –その機能と展開をめぐって-」
出居、谷、山口、藤野、橋本、佐藤、稲田、安蒜

考古学ジャーナル2013「環状ユニット(ブロック群)を考える」
橋本、鹿又、津島、島立、出居、中村

前半戦ハイライト

＊小菅2006『下触牛伏遺跡』新泉社

＊酒井2025『墨古沢遺跡』同成社

岡村1979「遺棄と廃棄」

西秋1994「遺棄と廃棄」

野口2007「石器集中部」

田村2012「ゴミ問題」

橋本2023「環状ユニット」

都埋文センター2026「川岸遺跡シンポジウム」
伊藤、佐藤、加藤、間、塚田、堀

安蒜・戸沢1975「砂川遺跡」

安蒜1990「生活空間」

山岡（磨）2012「泉北側」

稲田2019「歩み」

＊堤2009『旧石器時代ガイドブック』新泉社

＊堤2011『列島の考古学 旧石器時代』河出書房

＊佐藤2019『旧石器時代』敬文社

小畑2007「旧石器時代」

勅使河原2013『考古学研究法』

高屋敷2013『古代文化』
小菅2014『季刊 考古学』

竹岡2026『新しい日本考古学』

森先2026『入門 旧石器時代』

佐藤2006「社会生態学」



後半戦ハイライト

＊堤2011『旧石器時代』河出書房

五十嵐2002「関係論」

尾田2022「石質資料」

吉川2003「個体別資料分析」

池谷1996「研究史的意義」
五十嵐1998「母岩・個体」

五十嵐2000「接合」

仲田2026「人口推定」
：母岩識別

：砂川三類型

山岡(拓)2012『前半期石器群』

五十嵐1992「感想」

国武1999「行動論」

佐藤1992『構造と進化』

鈴木1988「ムラと生活」

五十嵐2003「砂川Ｆ/Ａ」

五十嵐2013「製作と搬入」

日本旧石器学会2019「理論と方法論の新展開」

野口2019「コメント」稲田2019「砂川遺跡」

2000年11月5日

五十嵐2017「接合空間論」

五十嵐2019「砂川モデル」

五十嵐2021「石核」

山田2026「基本への回帰」
建石2025「新地平30年」
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＊野口2009『武蔵野に残る旧石器人の足跡』



月見野仮説

砂川仮説

母岩識別

砂川モデル
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「遺跡構造論」の構造

月見野仮説の多重性



【まとめ】

遺物集中部を構成する資料について、製作（一次廃棄）とするか搬
入（二次廃棄）とするかの判断基準が明確ではない

旧石器遺物集中部は、その場が住居跡（一次廃棄）とは限らない。
民族事例からはゴミ捨て場（二次廃棄）の可能性が高い

旧石器遺物集中部を住居跡とする明確な根拠はない。縄紋住居跡
の覆土出土遺物が転用遺構の出土であることに惑わされている

石器接合資料に基づく剥離順序は、一次廃棄の場合と同様、二次廃
棄の場合はなおさら出土した集中部の形成順序を示さない

月見野仮説と砂川仮説は双方で「遺跡構造論」と称されているが、
日本独自の発展を遂げており、世界考古学との照合が求められる
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【教訓】

…旧体制を支えてきた研究の基盤が見直されると同時に、
いくつもの脆弱さが洗い出されつつある。
…研究の成果それ自体を検証する能力をもった、これまでにない
研究領域の開拓が急がれる。

異なる見解を尊重する。厳しい反対意見があっても一蹴し、
さらには資料・データが共有されない場合があった。対極にある
意見を尊重することは、当事者では困難な場合があり、第三者を
含めて議論を構造化させる努力が求められる。

安蒜政雄2007「日本旧石器時代研究の現状と課題」
『日本考古学協会第73回総会研究発表要旨』：11頁

石川日出志2007「前・中期旧石器捏造問題の反省をどう生かすか」
『日本考古学協会第73回総会研究発表要旨』：87頁
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